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目的　仕事着名称の分布形態にかかわる要因についての検討を試みる。仕事着は、同じ形
のものでも所によって名称が異なる場合がある。縫製は娘宿・親・その他、これに堪能な
奥さんなど、身近な人から直接に教えられることによって伝達されるものであるが、どの
ような名称がそれに宛てられるようになったかは、より流動的に多くの要因が関わったも
のと考えてきた。そのれがどのようなものであるか検討を試みるのが本研究の目的である。

方法　民俗誌・緊急調査報告・生活調査等からみた仕事着名称分布を交通・交易・通婚圏
などの生活の諸要素と併せて、その関わりから検討を行う。これまでに、東北地方につい
て日本海側と太平洋側に分けて検討したので、今同は関東地方北部栃木・群馬･茨城、そ
してこれに連なる産業を持つ埼玉の諸県を対象とした。

結果　当地域では周辺部を除き、総体的に男ぱはんてん”女ぱはんてん- “きもの”
系統の名称が広い範囲で用いられ、東北地方に見られたような細かい地域差が比較的少な
い。これは周辺部は隠れ里伝説が伝えられるような険しい山々に囲まれ、東北・甲信越と
関わる文化圏にあるが、全体では広大な関東平野の多くを占め、通婚圏はここでも一般に
は広くないか、古代から多くの支配者が覇を競って入れ替り、主要な交通路、海路もひら
けて、産物は早くに商品化されたものが多くしかも産地帯が県を越えて連なっていたりす
る。こうした地域情勢が、いわぱ都会的な名称を汎用する原因となったと考えられる。
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　じ目的!　わが国の近代における、和装素材としてのヨーロッパからの毛織物の導入、お

よび洋服と和服との関わり合いを考えるとき、男性用のインバネスと女性用の吾妻コート
という２種類の衣lieの、明治中期から後期にかけての存在は無視できない。ここでは、そ

れらが和装用の外套として採り入れられ普及していく過程を調べることによって、和装に

おける洋服の導入の一つの事例を明らかにしようと試みた。

　［方法］　明治22年２月の創刊以来、大正初期まで毎月１～２号ずつ発行されていた剌信ぷ

　「風俗画報」の１号から464号における記事や挿絵と『東京朝日新聞』の明治20年代から

40年代にかけての記事と広告を主な資料とし、『白木屋三百年史』等の、それらの衣服に
直接関わってきた商店の社史を2次資料として、さらに広告史関係の書物と当時の被服学

や裁縫の教科書を補足資料として用い、インバネスと吾妻コートの実態を探った。
　［結果］　英国の発祥地名に因んだインバネスと、わが国で考案された吾妻コートは、共

に和服の上に着用する外套として、明冶後期には広く用いられているが、和装用としての

地位を確立した後も、それらは新聞や雑誌では背広やオーバーコート等の後に記載されて
いるのが常であり、宣伝広告を出しているのは洋服店であるなど、洋服としての扱いであ

ることが分かる。しかし、吾妻コートの場合、素材は毛織物の他に伝統的な絹織物も使わ

れ出し、美也巧コート等も出現しており、二重廻しとか鳶などと呼ばれていたインバネス
にも、褐逸トンビや烏、あるいは吾妻インバネスや都インバネスが登場するなど、元来の

形式は、和装用の衣服としての変遷の過程で、かなりの変化をしていると言える。
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